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Ⅰ．はじめに
　長崎短期大学英語科は、平成元年に設立され、今日まで 21 年間佐世保在住外国人（アメリカ軍基
地関連）との交流事業を英語力向上や外国文化理解を目的に展開してきた。学生は、街でアルバイ
トをすると必ず外国人客も対応しなくてはならない、英語に囲まれた環境にある。
　佐世保の地の利を生かして、英語教育に特化したプログラムを展開してきた英語科であるが、同
時に学生のニーズもあり、様々な形での海外留学を計画し実施してきた。初期の段階では、海外研
修専門の業者に留学全般を委託してきたが、経済不況か続く中、英語科に進学して来る多くの学生が、
留学や海外研修を経験したいという強い希望を持ちながら、経済的理由で断念しなくてはならない
という現状があった。
　そこで、英語科では、外部業者に丸投げするのではなく、また外部補助金を有効利用し、教員自
身で企画する海外留学や研修プログラムを開発し、実施している。
　当然、学生にとって留学とは、（根気強く継続が必要とされる）英語学習の大きな目標となる。こ
れは、学習意欲（motivation）を高めるもっとも効果的な方法の一つと我々は位置付けている。鳥飼
玖美子（2009）は、「日本人と英語―地球語を学ぶとは何か」の中で「・・・学校で教えられること
には限りがある。・・・肝心なのは、生徒たちが自ら学ぶ力を身につけられるように教育することで
はないか。その為には、意欲を生むきっかけとなる「動機付け」を工夫し、継続した学習を可能に
する「自立性」を養う。」と述べている。
これまで数回にわたり、長崎短期大学紀要（牟田 ,2003,	2004,	2005）で報告してきたように、留学は
英語力を高めることは勿論のこと、留学した学生にかなり人間的な成長がみられた。
　そこで、今回は、英語科で実施している短期間（10 日間）の海外研修について紹介し、その教育
的効果に関して考えてみたい。
２．長崎短期大学での海外留学・海外研修の取組
　英語科では、以下の 4種類の留学プログラムを毎年実施している。留学対象者はほとんど英語科
の学生に集中するので、英語科の教員が対応している。他学科から希望する学生が出た場合も、英
語科の教員が対応している。また、卒業生に対しての留学の相談、及び留学手続きの補助、姉妹校
大学への留学の手伝いをしている。
「生活体験型短期海外研修の取組みと、その効果の検証」
―	短期10 日間の海外研修でも得ることができる教育効果とは	―
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2.1　短期海外研修　「バックパックアドヴェンチャープログラム」
第 1回　2008 年 2 月　　オーストラリア・ケアンズ　10 間
第 2回　2009 年 2 月　ハワイ　10 日間
第 3回　2009 年 9 月　カナダ　10 日間　　　　　2010 年 2 月　ハワイ　10 日間
　このプログラムは、中期・長期留学には経済的に難しく参加できない学生が、自分たちがアルバ
イトをして行けそうなプログラムとして2008年度より実施しているものである。ホームステイなど、
費用がかかるものは基本的に実施せず、コンドミニアムを借り上げ、自分たちで地元のスーパーマー
ケットへ行き、食事を作って食べるという、生活体験型プログラムである。渡航準備から、現地で
の生活の仕方までを英語のネイティブスピーカーの引率のもと実施するものである。通常、業者に
委託すると、人数にもよるが 10 日間程度で 30 万円前後かかるが、本プログラムは、短大の教員が
準備から実施まで全て行うので、食事も含めて 15 万円程度にすることができている。期間中は、各
自毎日日記を書かせ、ミーティングも実施し、実際に海外に住んでみたときの疑問や質問にも答え
るようにしている。例えば現地銀行でのトラベラーズチェックの処理、スーパーでのレジ、あらゆ
る場面で、教員がやるのではなく、学生にトライさせるようにしている。
2.2　3 か月留学
第 1回　2003 年度　　豪サザンクロス大学
第 2回　2004 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学
第 3回　2005 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学
第 4回　2006 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学
第 5回　2007 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学　　英チチェスター大学
第 6回　2008 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学
第 7回　2009 年度　　豪サザンクロス大学　　加ビクトリア大学　　英ギルフォード大学
　これは、ホームステイをしながら中期 3か月間を長崎短大関連の大学付属英語センターで語学学
習させるプログラムである。短期プログラムと同様に、学生の負担を減らすために、全ての手続き
や交渉を教員が行う。特徴として、割安航空券の購入を含めて、留学に関わる手続きを学生と共に
行うことにより、将来、学生が個人で留学や海外旅行する場合、自分たちで準備ができるようにす
る教育的側面も持たせている。かかる費用は、渡航費、授業料、ホームステイ代（3食付き）を含み
60 万円程度としている。我々が先方の大学のエージェントとして登録してもらい、学生の授業料の
減額をしてもらい、同時に長崎短期大学から一部補助をおこなっている。
　1年生前期に英語の基礎力を付けさせ、並行して週 1回のミーティングでホームシック対応などを
含めた総合的な渡航準備をさせている。
　第 1回目は、2003 年度に佐世保市のオーストラリア姉妹都市コフスハーバー市にあるサザンクロ
ス大学への 4か月のプログラムとして開始した。オーストラリアの場合、3か月を超える留学だと正
式なビザ取得が必要となるために、指定の医療機関での健康診断書の取得など、手続きの煩雑さに
加え、ビザ取得費用にかかる費用が高額（約 5万円）になることから、第 2回目からは、全ての中
期プログラムを 3か月とした。
　参加者が多くなったので、第 2回目より、オーストラリアに加えて、カナダのビクトリア大学を
追加した。サザンクロス大学の英語センターは、規模が小さく通常 2〜 3 クラスしか運営されてい
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ない。小規模で良い面もあるが、小規模がゆえに、レベル別にクラスを分けた場合、英語科の学生
が同じクラスに集中してしまい、授業中でも日本語を話してしまうというマイナス面がみられた。
　一方ビクトリア大学の英語センターは、規模が大きく、世界中から集まった学生や日本人も日本
全土から社会人から大学生まで様々な学生が学びに来ている。学生総数は多いが、同じ国籍の学生
の数をある程度に制限していることもあり、英語学習に於いて適切な環境であると考えた。
　第 5回には、海外でのインターンシップの取組を考え、インターンシップが可能なイギリスの姉
妹校チチェスター大学にも留学させた。もともとイギリスは物価が高く留学プログラムに組み込め
なかったが、姉妹校の協力で授業料をオーストラリア、カナダと同程度に抑えることができたので
実施した。イギリスに関しては、第 6回は希望者がいなかったので実施しなかったが、第 7回に於
ては、イギリスへの希望者が 3名でたため、グローバルカレッジネットワークに新たに加わったギ
ルフォード大学に留学させた。これは、1年間授業料 1名免除の奨学金の一部を利用して、他のプロ
グラムとほぼ同じ費用で留学させることが可能となった。
　3か月留学の実施に関しては、その年の留学希望者の数や留学先の国の為替レート等を考慮に入れ
て、実施の詳細を決定している。
　留学した学生には、レポートとプレゼンを作成させている。又、次年度の留学希望者へのプログ
ラムの紹介をさせている。
2.3　1 年間の留学
　卒業後に 1年間授業料の一部、又は全額免除で姉妹大学へ留学をさせている。以下は、過去 3年
間に於いて、学生が 1年間留学をした大学である。各大学との協定で、各 1名を（相互に）授業料
免除で留学させることができるようにしている。
イギリス・チチェスター大学
イギリス・ギルフォード大学
アメリカ・ジョンソンカウンティコミュニティーカレッジ
韓国・釜山女子大学
韓国・東儀科学大学
韓国・韓国観光大学
　基本的に英語を主に学ぶコースに属し、1年間ホームステイしながら学びます。イギリスのチチエ
スター大学では、希望すれば英語以外の専門をイギリス人と共に学ぶことが可能である。現在まで、
「エステ」「セラピー」「ヘヤーメイク」「ガーデニング」などの専門的な内容もイギリス人と一緒に
学んでいる。
2.4　サンドイッチ留学
　サンドイッチプログラムは、2年次の後期から海外の希望する大学へ 1年間留学させ、帰国後、残
す半期を終了し、卒業するものである。卒業後に 1年間留学する場合、新卒とならないために、帰
国後の就職が不利になることを考え、このプログラムを実施している。このサンドイッチ留学では、
留学中は休学となり授業料が発生しない。休学としているが、授業料の全額免除や減免となる姉妹
校への留学をさせることで、留学中を含めてその前後のケアも短大側がおこなっている。現在は、
イギリスやアメリカの姉妹校関連の大学へ留学させている。ここ数年は、留学生交流支援制度を利
用し、毎年１名が月８万円（１２ヶ月）の給付型就学金をもらって留学しているので、さらに安く
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１年間の留学が可能となっている。また、イギリス・チチェスター大学では、英語以外の専門教育
も学ぶことが可能であり、過去において、ガーデニング、ヘヤ、エステ、写真なども学んでいる。
イギリスの場合、英語力のある学生はアルバイトが可能となっており、ある程度の収入を得ること
も可能である。
2.5　その他留学のアドヴァイス（ワーキングホリデー、オペアプログラム、海外インターンシップ
プログラム）
　英語科で実施している留学プログラム以外の様々な留学関連の相談にも応じている。特に、卒業
生からの相談が多く、可能な限りのアドヴァイスは行っている。多くの学生、卒業生が留学はした
いと希望しているが、費用の面で難しく、働きながら海外で暮らす方法に関する質問が多く寄せら
れる。
３．短期海外研修の取組
３．１　目的
　このプログラムは、短期間ではあるが、できるだけ安い費用で、海外での生活体験を通して、英
語力向上、異文化理解と共に、各学生が何らかの人間的な成長ができることを期待し実施している
プログラムである。
３．２　実施状況
　2007 年度、オーストラリア・ケアンズ研修から毎年実施し、2008 年度、アメリカ（マウイ・オアフ）、
2009 年度は、アメリカ（マウイ・オアフ）に加え、カナダも実施した。
　2010 年度は、コストを抑えるために、3か月留学の引率に合わせて、オーストラリア及びカナダ
の短期研修も実施する予定である。
　宿泊に関しては、自炊洗濯などが可能なコンドミニアムやホテルを利用し、学生が部屋をシェア
して利用している。食事は基本的に、自炊なのでかなり費用を抑えることができる。現地交通費は、
チャーターバスやタクシーなどを利用すると高額となるため、レンタカーを利用している。費用的
には安くなるが、一台に乗車できる人数は 6名と限られてくる。これまで、2名の教員が車を運転す
るので、最大 12 名の研修参加が可能となっている。これまで、1回目 4名、2回目 5名、3回目 12
名が参加している。
　研修事前指導は、渡航 2ヶ月前から毎週 1回行い、渡航先の調査や現地での活動内容の検討を実
施している。渡航期間中は、毎日ミーティングを行い、学生は毎日ジャーナルを作成させた。
　帰国後は、写真付きレポートを作成させ、研修の写真ビデオＤＶＤを作成している。
３．３　実施後の検証
　実施後にプログラムの検証をするために、毎回レポートと写真ビデオＤＶＤを作成させている。
学生が提出したレポートの内容で、特にプログラムに参加して教育的な効果として考えられるコメ
ントを抜き出し、参加した学生が、このプログラムから得たものを考えてみたい。レポートはＰＤ
Ｆ化し、他の学生も閲覧できるようにしている。
Ｙ．Ｎ．　「私は今まで海外に一度も行ったことが無く、また教員免許を取得し英語を教えるにあたっ
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て外国文化に実際に触れることがないようでは、英語学教育者として説得力に欠けるという考えが
私にはありました。そのことを補うとともに国外の自然や文化に触れ研修を通して広い視野で物事
を考えられる国際感覚を養うことを目的にこの研修に申し込みました。・・・歴史の学習にも英語の
学習にもなり、自然への関心も高まり最初に自分の考えていた海外旅行の目的を全て得ることがで
きたので今回の海外研修は参加して本当に良かったと思います。これから教育実習に行くにあたっ
て英会話に少し自信が持て積極的になりました。この機会を与えてくださった先生方、学校、少し
お金を出してくれた親、自分の人生に感謝しています。良い経験と良い教材をありがとうございま
した。これからの学校生活、社会生活の糧として役立てます。経済は不況ですが心の中は常にバブ
ル期でこれからもバイト、学業、部活ともに両立させて頑張って夢を掴みます。」（ハワイ）
Ｒ．Ｙ．「ハワイの研修目的である「実践的な英会話」を体験する上で、5日目に訪れた日本人だら
けのワイキキを除けば、ハワイは最適な場所だったと思います。それに、英語で会話をするにしても、
日本でＥＬＴの先生と話すのと、初めて会う外国人と話をするのでは勝手が違い、知らない外国人
の方に話しかける前の緊張感は、実用的な英語を学ぶ上でいい刺激になりました。また、特にマウ
イでは長い時間を車での移動時間で使ったのですが、時差ぼけや睡魔を我慢して起きていたおかげ
で、ハワイの様々な景色を数多く見ることができて良かったと思います。・・・この研修が終わって
率直に思った事は、海外旅行は自分たちで企画して実行する方が断然楽しめるということです。今
回はその手順を体験して学ぶことができて良かったと思います。・・・今度は自分で計画を立てて海
外を旅行してみたいものです。」（ハワイ）
Ｒ．Ｈ．「私は今まで日本から出たことがなく、今回初めて海外に行きました。生まれて初めて海外
に行くということで少し緊張していましたが、・・・ハワイの人々はみんな明るく、気さくで優しい
ということは変わらないので、またいつか行きたいと思わせてくれる場所だと感じました。これか
ら社会人になり気軽に海外に行くことも出来なくなると思いますが、もし時間をとることが出来た
ら、この海外研修の経験を生かし、自分で安い旅行券やホテルなどを探し、自分で計画を立てて旅
行してみたいと思います。短大生活 2年間の最後にハワイ研修という、他の人が出来なかった大き
な経験をすることが出来たことを、これからの糧にしていきたいと思います。」（ハワイ）
Ｙ．Ｋ．「この研修は今まで経験してきた、旅行会社や先生方にすべてをおまかせするといった研修
ではなく、自分で海外旅行保険を作りに行ったり、飛行機の時間を調べたり、研修先であるハワイ
のことを調べたりした。現地でもホームステイではなく、コンドミニアムといった貸し別荘のよう
な一軒家にメンバーで宿泊するといったものだった。このように自分たちでなんでもして安く海外
に行けるようになるというのがこの研修の目的だ。約 10 日間という短く感じられるこの研修で私は
様々なことを学んだ。それは、①事前に目的地のことを自分で調べることで、何倍も研修、旅行が
有意義なものになる、②他人と宿泊先をシェアする際、お互いの心づかいが本当に大切になってく
る、③誰にも何もいわれない研修で何かを学ぶには、好奇心と行動力が必要であると、この３つの
ことがこの研修で何度も何度も気づかされ、特に学んだと感じるものだ。・・・少ない研修期間で何
か月も滞在して学ぶようなことが学べた。自分たちで計画をし、悩むこともあったため、お金を出
してくれた親への感謝の気持ちも大きかった。それにこういった海外の楽しみ方もあるという、自
分の中で知識の幅も広がった。この研修で学んだことは次どこか海外に行く時にももちろん役立つ
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し、日常生活で生活していく上で必要なことばかりだと思う。この研修旅行に参加することが出来
てよかった。」（ハワイ）
Ｔ．Ｍ．「・・・この１０日間、短い旅ではあったけど得たものは多かったと思います。ハワイの日
本では味わえない雰囲気や、全く違う環境、人との出会いなどなにもかもがとても新鮮でした。そ
れは近くて山や海など自然もたくさんあって、ゆっくりと時間が流れていて、フレンドリーな人た
ちがたくさんいて素晴らしい環境でした。もじもじしないではっきり発言したり現地の人との何気
ない会話も英語を話すことの自信につながりました。言っていることがよくわかなかったり、トラ
ブルはあったけど自分たちで解決することができ、結果的にはとてもいい経験だったと思います。
今回、私は初めて海外にでましたが、初めての海外がハワイでよかったです。この海外旅行の経験
を生かし、これからも英語を積極的に勉強していきたいと思います。」（ハワイ）
Ａ．Ｓ．「・・・ハワイでの 10 日間はあっという間でした。毎日が充実して楽しかったです。日本
では出来ないような体験もたくさんすることが出来て、たくさん学ぶことが出来ました。・・・」（ハ
ワイ）
Ｈ．Ｎ．「・・・わずか 10 間で学んだことはたくさんありますが、外国の方と交流をして、もっと
英語を学びたいとも思ったし、人の優しさ親切さを肌身に感じました。今になって思うと、もっと
ハワイにいたかったです。とても恋しいです。撮ってきた写真は本当に思い出がぎっしり詰まって
いました。買ってきた品物も一生大切にしたいと思いました。一生のうちに何度いけるか分からな
いですが、いける機会があれば、家族や友達とたくさんの人々の優しさを感じることができたマウ
イに行きたいと思います。」（ハワイ）
Ｎ．Ｍ．「・・・ハワイは英語を勉強する・学ぶのにいい環境でした。特にマウイ島はオワフ島とは
違い、日本人が全くいないので、本当に英語だけの生活でした。最初はショッピングをするにも、
外国人と英語で話すにも、何もかもが難しかったです。・・・まだ習っていない単語、自分が知らな
い単語がたくさんあって、もっといろいろな単語を知って単語力を身につけないといけないなと改
めて思い、今後の課題ができました。・・・「こんな未熟な私の英語が、外国の人たちに通じるのか？」
とすごく不安でした。でもいざハワイに行ってみると、そんな不安な気持ちになんてすぐになくな
りました。外国の人たちは元気で明るくて、ポジティブな人たちばかりで私たちをあたたかく迎え
てくれました。・・・一生懸命英語ではなしてみると、向こうも一生懸命聞いてくれ、それで通じた
んだろうか、ちゃんと応えてくれました。その瞬間、私は泣きそうになりました（心の中では泣い
た）自分の英語が通じたからです。・・・自分の英語が外国の人たちに通じたということは、私にとっ
て大きな達成感で、自分に少し自信を持つことができました。また、口だけで言うのが会話ではな
くて、ジェスチャーなどで体を動かしながら自分の気持ちを意思表示することも会話なんだとこの
研修を通して学ぶことができました。本当に実際に海外に行ってよかったなと思いました。今後は、
この研修で学んだことを活かして英語に力を入れ、勉学に励み、学んできた英語を社会に出て活かし、
そして、その英語を役立たせていきたいと思います。」
（ハワイ）
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N．T．「今回の研修が初めての海外ということで、出発の前日からすごくドキドキしていました。・・・
ビーチで遊んでいたカナダ人家族に話しかけてみたらすごく優しく接してくれて、今までは英語を
話して間違えることを恐れて、誰かに話しかけようとすることは少なかったけど、うまく話せなく
ても積極的に話しかけてみることが大切なんだと気付くことができました。・・・移動中の車の中では、
みんなで英語のしりとりをしてルークに発音を教えてもらったり、楽しく単語を覚えることができ
ました。この時から辞書で単語の意味を調べるのが楽しくなり、もっとたくさんの単語を覚えたい、
もっと英語を話したい、と強く思うようになっていました。・・・トラベラーズチェックをカナダド
ルに替えてもらうために銀行へ。ひとりでちゃんと替えてもらえるかドキドキだったけど、意外と
簡単にできて少し自信をもてました。・・・途中モノレールの乗り換えの時にハプニングがあったけ
れどみんな笑う余裕もあって少し成長できたのかな、と思ったりしました。・・・今回この研修に参
加して、たくさんの発見があり、日本では体験できないことを、心と体で感じることができました。
そして共同生活をしたことで、これまであまり話すことの無かった友達とも、素を出し合えるほど
仲良くなることができました。最初はいろいろと不安もあったけど、本当にこの研修に参加して良
かったと思っています。今後の課題も見つけることが出来たので、これからもこの経験を忘れずに
頑張りたいと思います。」（カナダ）
Ｍ．Ｈ．「この短期研修で学んだことは、文化の違いや常識的なマナー、そして協調性です。初めて
の海外ということもあり、出発日が近づくにつれ不安になったり、ドキドキしたりなどいろいろな
感情がありました。・・・困ったのはやはり会話です。空港で滞在の目的を聞かれたときは、すごく
困惑しました。予想以上に次々と質問され、言葉のやり取りがうまく出来ず、改めて英語の勉強を
頑張らなければならないと思わされました。・・・海外に滞在したことにより、視野を広げることが
でき、考え方を変えることができました。日常生活の中にも多くの文化の違いがあり、・・・けどこ
うした経験は現地でしか学べないことで、実際に触れることで知識を増やすことができました。・・・
10 日間という短い期間でしたが、友達とも絆も深まり、一生の思い出となりました。もう一度海外
にいきたいという思いがつよくなりました。」（カナダ）
Ｍ．Ｓ．「・・・この 10 日間は夢みたいな生活で日本に帰国したとたんカナダでの生活が恋しくて
現実と向き合うのが結構辛かったです。・・・ぜひ、将来、両親と一緒に行ってあの絶景を見てほし
いと思いました。・・・私は 3か月留学をしたかったのですが、ビクトリア大学を見学して絶対ホー
ムステイして留学して勉強してやると思ったので、仕事について預金して行くという目標もできた
し、いい刺激になりました。そして、絶対両親とも訪れたいと思います。・・・今度はもっと英語力
を高めて、そして自分たちでチケットや計画を立てて訪れたいなと思いました。（カナダ）
Ｅ．Ｎ．「・・・あまり話したことなかった人とも自然に話すようになり深くかかわる事ができまし
た。・・・カナダに行く前の準備では自分たちでパスポートを作りに行ったり、保険に加入しに行っ
たり下準備をしました。いつもは親に頼むものを自分でするのは慣れないことで大変でしたが、だ
からこそ行くのが楽しみでした。・・・このとき英会話の授業が役に立ちました。普段から外人の先
生方とかかわることで聞く力、話す力がすこしついていたようでした。伝わるうれしさ、楽しさを
感じ、前期に一度も休まず英会話の授業に出て改めてよかったと思い、後期もがんばろうという向
上心につながりました。・・・一生で何度かしかいくことのできない海外旅行に行くことができ、短
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期間で現地の人とかかわりながら観光地も回れるという素晴らしい体験ができるのは長崎短期大学
しかできないと思います。カナダでは、日本で決してできないことをたくさん体験することができ
ました。ただ単に景色や町並みが日本とちがうだけでなく、人々の暖かさにも触れることができて
楽しかったです。」（カナダ）
Ｅ．Ｓ．「・・・海外旅行は初めてで、パスポートを作るのも初めてだったので勉強になったと思い
ます。・・・出発してカナダに着いてからは毎日毎日が本当にとても楽しかったです。・・・学校で
仲のよかった友達とはますます仲が深まった気がするし、あまり喋ったことのなかった友達とも仲
良くなれてよかった。・・・カナダ人の人はとてもフレンドリーで優しくて素敵な人ばかりでした。・・・
日本人はなんて愛想が悪いんだろうと感じました。日本人もそんなふうにコミュニケーションをとっ
ていくといいのにと思いました。・・・カナダ旅行に行ったことは本当にいい経験になり、行ってよ
かったと思いました。大人になったらいつかまたお金をためて行きたいです。」（カナダ）
　上記の学生のコメントに見られる教育的効果と思われるものを以下に書き出してみた。
１）初めての海外で本人も保護者も不安だったが、教員が引率したので安心して留学ができた。
２）日頃学習している英語を実践の場で使うことができ、自分の英語が通じたので、英会話、英語
を話すことに自信がもて、大きな達成感が得られた。
３）費用を負担してくれた親や、教員を含めた周りの人に感謝する気持ちが芽生えた。現地の人の
優しさや親切さを肌身に感じた。
４）他人と宿泊先をシェアする際、お互いの心づかいが大切になることを学んだ。友達とも絆が深
まり、一生の思い出になった。
５）海外旅行に関しては、自分たちで企画して実施することが、断然楽しいことを発見した。パスポー
ト作成など、今まで親にお願いしていた手続きを自分たちでやれて達成感があった。
６）教員が海外旅行のしかたを教えるために一通り、学生と旅行の準備、企画、実行を行ったので、
次回は、自分たちで計画して旅行をしてみたいと思えるようになった。
７）研修で何かを学ぶには、好奇心と行動力が必要であると気付いた。
８）短い研修期間でも何ヶ月も滞在して学ぶようなことが学べた。
９）知識の幅が広がった。文化の違いや常識、マナーも学べた。
10）これからも英語を積極的に勉強していきたいと思うようになり、向上心につながった。今後の
課題もできた。
　このように、たった 10 日間という短期の研修でも、やり方しだいでは、大きな教育的な効果が得
られることが分かった。旅行会社の添乗員が引率する場合と異なり、日頃の学生をよく知っている
教員が引率し、学生と生活を共にすることにより、より深い会話も持つことが出来、お互いの信頼
関係も強くなった。帰国後は、短大で学ぶことに積極的になり、就職活動、自分の進路についても
真剣に考え取り組むようになったように感じる。
４．今後の課題と展開について
　今後も、長期留学、中期留学と平行して、英語圏への短期の海外研修を継続したい。まだ、渡航
前の学生による情報収集などが充分とはいえないので、計画・準備を徹底させ、教員ではなく、自
分たちで旅をプランする楽しさを体感してもらい、さらに充実した研修にしてもらうことを望んで
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いる。
　また、平成 22 年度より、第 2外国語（中国語・韓国語）の抜本的な見直しており、学んだ第２外
国語を地理的に比較的近く、渡航費用も高くない、中国、韓国、台湾へ短期研修の実施を検討している。
今後も、語学学習カリキュラムと連携させ、効率的な語学学習につながる海外短期研修の企画実施
を試みたい。
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